
　　　　　　　　　　月　日
  施　設

日 日 ４日 ５日 ６日

各 児 童 館 休 ※1 ○ ○ ○

ふ れ あ い セ ン タ ー ○ 休 休 ○ ○

保 健 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○

精 神 障 害 者 小 規 模
地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ ○

各 公 民 館 休 休 休 ○ ○

中 央 図 書 館 休 休 休 ○ ○

図 書 館 竹 間 沢 分 館 休 休 休 ○ ○

歴 史 民 俗 資 料 館 休 休 休 ○ ○

文 化 会 館 コ ピ ス み よ し 休 休 休 ○ ○

運 動 公 園 ・ 弓 道 場 ・
テ ニ ス コ ー ト ○ 休 休 ○ ○

総 合 体 育 館 ○ 休 休 ○ ○

役
場
お
よ
び
施
設

　

役
場
の
一
般
業
務
お
よ
び
各
施
設

の
業
務
日
程
は
「
表
１
」
の
と
お

り
で
す
。
住
民
登
録
や
印
鑑
証
明
な

ど
の
窓
口
は
、
年
末
の
休
み
間
際
に

な
る
と
相
当
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て
早
め
に
済
ま

せ
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
死
亡
届
な
ど
の
緊
急
の
用

務
は
、
休
み
中
で
も
役
場
地
下
１
階

の
日
直
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

休
日
診
療
所

　

社
団
法
人
東
入
間
医
師
会
で
は
、

日
曜
・
祝
日
に
診
療
を
行
う
「
休
日

診
療
所
」（
23
ペ
ー
ジ
の
地
図
参
照
）

を
設
け
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
４

日
間
（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
）
も

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
急
患
の
際

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
診
療
所
の
時
間
外
の

場
合
に
は
、
次
の
救
急
医
療
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
間
東
部
消
防
本
部

　

２
６
１

６
０
０
０

◆
救
急
医
療
情
報
案
内
用
電
話
番
号

　

048

８
２
４

４
１
９
９

※ 

24
時
間
体
制
で
、
病
・
医
院
を
案

内
し
て
い
ま
す
。

表２　年末年始ごみ収集日程表

可 燃 ご み 粗大ごみ・
不 燃 ご み か　　ん び　　ん　・

ペットボトル 古　紙　類 容  器  包  装
プラスチック類

Ａコース
年末 12 月 30 日 12 月 28 日 12 月 17 日 12 月 24 日 12 月 21 日 12 月 29 日

年始  １月  6 日  １月  4 日 １月 14 日  １月  7 日  １月 11 日  １月  5 日

Ｂコース
年末 12 月 28 日 12 月 27 日 12 月 30 日 12 月 23 日 12 月 20 日 12 月 29 日

年始  １月  4 日  １月 17 日 １月 13 日  １月  6 日  １月 10 日  １月  5 日

表１　年末年始の業務一覧表　

ご
み
収
集

水
道
工
事
事
業
者

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
は
、

「
表
２
」
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
産
業
課
（
内
線
217
・
218
）

　

寒
さ
の
厳
し
い
季
節
、
水
道
管
な

ど
が
凍
結
し
て
故
障
し
た
り
破
裂
し

た
と
き
は
、
左
記
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。月

日

工
事
店
名･

電
話
番
号

12
／
29

江
原
設
備

　

258

1
9
6
6

12
／
30

マ
ル
ナ
カ
設
備
工
業

　

258

2
3
4
3

12
／
31

武
井
設
備

　

258

3
5
2
5

１
／
１

谷
合
設
備
工
業
所

　

258

０
８
８
２

１
／
２

富
田
設
備
工
業
所

　

261

0
1
6
7

１
／
３

斉
藤
水
道
工
業
所

　

251

1
3
6
3

１
／
４

中
町
住
設
工
業

　

258

3
9
4
0

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
（
内
線
252
・
253
）

○は、通常どおり業務を行います。※１ 午前中は大掃除、午後からは休館です。

＊土曜開庁の日は、１月８日 （午前８時 30 分から正午まで）です。

月

日

〜
１
月
３
日

は
、

　
　
　
　
　
　

全
施
設
が
お
休
み
で
す
。

年末年始の業務案内

一般業務は28日まで、新年は４日から開始
～各種の手続きは、お早めにお願いします！～

　

役
場
・
各
出
張
所
に
つ
い
て
は
、

月

日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
は
お
休
み
で
す
。

　

な
お
、
各
施
設
に
つ
い
て
は
、
左
記
（
表
１
）
の
と
お

り
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
役
場
等
の
窓
口
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
各
種
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
早
め
に
済
ま
せ

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成

年
１
月
の
土
曜
開

庁
日
は
、
１
月
８
日
（
第
２
土

曜
日
）
と
な
り
ま
す
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

町
制
施
行
40
周
年町

民
の
日
式
典

　

月
３
日
、
三
芳
町
文
化
会
館
「
コ
ピ
ス
み
よ
し
」
に
て
、
町
民
の
日
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
元
三
芳
町
長
山
田
義
夫
氏
の
名
誉
町
民
推
挙

式
も
あ
り
、
三
芳
町
で
５
人
目
と
な
る
名
誉
町
民
が
誕
生
し
ま
し
た
。

名誉町民推挙式

昭和２年12月16日生まれ
昭和38年５月～昭和42年４月
　　　　　　　　　　三芳村議会議員
昭和46年５月～昭和53年10月
　　　　　　　　　　三芳町議会議員
　＊この間、三芳町議会議長等を歴任
昭和54年１月～平成３年１月
　　　　　　　　　　　　　三芳町長
平成３年11月
　埼玉県知事表彰（地方自治功労）受章
平成10年５月
　　　　　　　勲五等双光旭日章受章

山田　義夫　氏

表彰状・感謝状贈呈

　

式
典
当
日
は
、
山
田

義
夫
氏
の
御
令
息
、
山
田

眞
義
様
が
代
理
で
出
席
を

さ
れ
、
鈴
木
町
長
よ
り
、

氏
の
偉
大
な
功
績
を
称
え

「
名
誉
町
民
推
挙
状
」
並

び
に
「
名
誉
町
民
章
」
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
山
田
眞
義
氏
は
、

お
父
様
の
当
時
の
思
い
出
の
お
話
や
受
章
の
喜
び
を
語

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
勢
の
振
興
に
寄
与
し
、
町
行
政

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
労
者

名
、
町
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
篤

志
者
１
名
、
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

同
一
の
職
業
に
あ
っ
て
、
産
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
技
能
功
労
者

名

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

功
労
表
彰

●
地
方
自
治
功
労

　

 

安
田
福
輝
、
井
上
潔
、
川
越
一
弘
、

室
山
陽
子
、
吉
野
浩
之

●
社
会
福
祉
功
労

　

 

柴
田
要
子
、
上
村
幸
子
、
桐
山
千

春
、
阿
部
キ
ミ
子
、
伊
藤
栄
子
、

古
賀
枝
美
子
、
臼
井
み
つ
い

●
交
通
安
全
功
労

　

坂
本
洋
子
、
谷
光
洋
子

●
消
防
活
動
功
労

　

 

長
谷
川
清
行
、
落
合
隆
幸
、
森
谷

俊
則
、
小
山
和
利
、
山
田
弘
也

篤
志
表
彰

　

窪
田
博
吉

技
能
功
労
表
彰

　

 

正
木
隆
雄
、

山
敏
光
、
前
島　

、

伊
東
藏
衛
、
中
村
敏
男
、
松
本
好

定
、
杉
山
広
明
、
船
津
政
子
、
中

町
和
男
、
皆
川
広
己
、
福
山
稔
七
、

荒
井
民
雄

　

三
芳
町
非
常
勤
特
別
職
等
を
退
職

さ
れ
た

名
に
は
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　　

 

池
上
実
、
渡
辺
貴
司
、
伊
東
藏
衛
、

田
村
條
助
、

倉
武
志
、
古
川
善

二
、
松
本
哲
夫
、
井
田
徹
、
川
口

豊
、
金
谷
英
治
、
茂
手
木
斉
、
古

寺
秀
雄
、
窪
田
進
、
渋
川
文
隆
、

平
田
秀
子
、
太
田
廣
忠
、
伊
藤
正

美
、
三
瓶
ス
ミ
子
、
森
田
不
二
夫
、

原
子
美
春
、
井
田
和
宏
、
逢
野
喜

章
、
荒
田
博
之
、

野
賢
治
、
若

林
広
美
、
池
上
善
一
、
久
保
美
津

恵
、
宮
澤
清
美
、
忽
滑
谷
進
治
、

瀬
沼
仙
藏

　

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
入
選
者
の

方
々
の
表
彰
に
は
、
み
ら
い
く
ん
と

の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
登

場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
芳
町
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
写
真
入
選
者
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
募
集

　

 

桐
山
幸
雄
、
遠
藤
雅
子
、
奈
良
八

重
子
、
山
下
正
美
、
長
谷
川
響

●
三
芳
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

　

写
真
募
集

　

島

三
雄

▲ 昭和 年当時の町の風景
を、スライドでご紹介。


